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北
朝
鮮
は
８
月
29
日
、
北
海
道
南

部
の
上
空
を
越
え
る
「
火
星
12
」
中
距

離
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
な
い
、

９
月
３
日
に
は
６
回
目
の
核
実
験
を
実

施
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
で
き
る
水

爆
弾
頭
の
実
験
に
完
全
に
成
功
し
た
」

と
発
表
し
た
。
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ

ル
開
発
は
急
速
に
進
み
、
米
国
を
脅
か

す
ま
で
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
水
爆
の
脅

威
は
ど
の
程
度
か
、
対
抗
策
は
あ
る
の
か
。

田
岡
氏
に
尋
ね
て
み
た
。（
聞
き
手
／
本

誌
編
集
長
・
和
泉
貴
志
）

広
島
型
原
爆
の
10
・
６
倍
、
都
心

な
ら
２
０
０
万
人
超
が
被
災

Ｑ
：
今
回
北
朝
鮮
が
実
験
し
た
水
爆
の

威
力
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ
爆
薬
１
６
０
㌔
㌧
（
16

万
ｔ
）
相
当
と
防
衛
相
は
6
日
発
表
し

ま
し
た
。
も
し
使
わ
れ
れ
ば
ど
ん
な
被

害
が
で
る
の
で
し
ょ
う
。

田
岡
：
広
島
型
原
爆
の
威
力
は
15
㌔
㌧

だ
っ
た
か
ら
、
今
回
の
水
爆
の
威
力
は
約

10
・
６
倍
で
す
。

　

爆
発
力
は
水
平
方
向
と
上
方
に
向
う
か

ら
、
被
害
半
径
は
３
乗
根
で
２
・
２
倍
に

な
る
。
広
島
型
の
場
合
は
爆
心
地
か
ら
約

３
㎞
以
内
で
第
２
度
の
火
傷
を
起
し
、
体

の
表
面
の
30
％
以
上
に
第
２
度
火
傷
を
お

う
と
、
す
ぐ
に
治
療
し
な
い
と
致
命
的
に

な
る
。

　

半
径
２
㎞
以
内
で
は
全
員
が
死
亡
、
火

災
が
発
生
す
る
。
爆
風
効
果
は
約
２
㎞
以

内
で
大
部
分
の
建
物
が
倒
壊
、
約
１
・
４

㎞
以
内
で
は
中
性
子
と
ガ
ン
マ
線
を
受
け

た
人
が
１
カ
月
以
内
に
死
亡
す
る
。
巻
き

上
げ
ら
れ
た
土
砂
は
風
下
50
な
い
し
１
０

０
㎢
で
致
命
的
放
射
線
量
を
発
す
る
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

威
力
１
６
０
㌔
㌧
の
水
爆
の
「熱
効
果
」

の
半
径
が
広
島
型
の
２
・
２
倍
と
す
れ
ば
、

約
６
・
６
㎞
の
範
囲
で
第
２
度
火
傷
が
起

こ
る
。
原
爆
の
場
合
に
は
熱
効
果
は
３
㎞

と
し
、
仮
に
国
会
議
事
堂
が
爆
心
地
と

す
れ
ば
、
北
は
水
道
橋
、
南
は
三
田
、

西
は
千
駄
ヶ
谷
、
東
は
八
丁
堀
辺
り
ま
で

が
範
囲
だ
が
、
１
６
０
㌔
㌧
水
爆
だ
と
、

北
は
巣
鴨
、
南
は
大
崎
、
西
は
中
野
、

東
は
錦
糸
町
付
近
ま
で
が
範
囲
に
な
り
ま

す
。

　

半
径
６
・
６
㎞
の
円
の
面
積
は
１
３
７
㎢
、

東
京
23
区
の
人
口
密
度
は
1
㎢
当
た
り
１

万
５
０
０
０
人
だ
か
ら
、
２
０
５
万
人
が
被

災
す
る
計
算
に
な
る
。
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の

昼
間
な
ら
都
心
部
の
人
口
は
遥
か
に
多
い

し
、
放
射
性
降
下
物
に
よ
る
被
害
も
出
る
。

日
本
の
政
治
、
行
政
、
経
済
の
中
心
地
が

壊
滅
す
れ
ば
、
救
援
、
復
興
も
す
ぐ
で

き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　国際情勢の

行間を抉る  

田岡俊次の

⑬ 

初の水爆実験を行なった北朝鮮と
　　　　最悪の危機に直面した日本
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小
野
寺
防
衛
相
唱
え
る
「
攻
撃
能

力
保
有
」
は
非
現
実
的
の
極
み

Ｑ
：
こ
う
な
る
と
日
本
は
一
層
ミ
サ
イ

ル
防
衛
に
巨
費
を
投
じ
ざ
る
を
得
ず
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
必
要
性
を
唱

え
る
政
治
家
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
「
万
全
の
態
勢
」
を
整
え
ら
れ
ま
す
か
。

田
岡
：
今
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
形
ば
か
り
、

気
休
め
程
度
で
す
。
イ
ー
ジ
ス
対
空
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
た
イ
ー
ジ
ス
艦
は
６
隻
、

う
ち
４
隻
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
用
の
「Ｓ

Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
１
a
」
ミ
サ
イ
ル
を
８
発
ず

つ
積
ん
で
い
ま
す
。
他
の
２
隻
は
そ
の
発
達

型
で
あ
る

「Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
２
a
」
を
積

む
た
め
に
改
修
中
で
、
さ
ら
に
２
隻
の
イ

ー
ジ
ス
艦
建
造
予
算

（
１
隻
１
７
４
０
億

円
）
も
決
ま
っ
て
い
て
計
８
隻
に
な
り
ま
す
。

ま
た
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
を
陸
上
に
配
備

す
る

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
も
２
セ
ッ

ト

（１
セ
ッ
ト
約
８
０
０
億
円
）
も
導
入
の

方
針
で
す
。
「Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
１
a
」
は
１

発
16
億
円
も
す
る
が
、
そ
の
新
型

「
ブ
ロ

ッ
ク
２
a
」
の
価
格
は
2
倍
に
な
る
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

対
空
、
対
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
用
の
ミ
サ
イ

ル
は
不
発
、
故
障
も
あ
る
か
ら
、
１
目
標

に
２
発
ず
つ
発
射
す
る
の
が
一
般
的
で
、

1
隻
に
８
発
で
は
４
目
標
に
し
か
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
「弾
の
数
が
足
り
な
い
」
と
い

う
声
が
海
上
自
衛
隊
で
出
る
の
は
当
然
で

す
。
仮
に
８
隻
と
陸
上
２
カ
所
に
各
16
発
、

計
１
６
０
発
備
え
る
な
ら
、
そ
れ
だ
け
で

約
５
０
０
０
億
円
に
な
る
。

　

イ
ー
ジ
ス
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
軌
道
の
頂

点
付
近
、
高
度
１
０
０
㎞
以
上
で
目
標
の

速
度
が
落
ち
た
所
を
狙
う
、
そ
れ
が
撃

ち
漏
ら
し
た
物
は
航
空
自
衛
隊
の

「
パ
ト

リ
オ
ッ
ト
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
が
処
理
す
る
構
え
だ
が
、

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
」
の
射
程
は
20
㎞
以
下
、
高

度
15
㎞
程
度
、
ご
く
狭
い
地
点
し
か
守
れ

な
い
。
34
基
の
発
射
機
に
４
発
ず
つ
積
み
、

２
基
で
１
地
点
を
守
る
が
、
計
８
発
だ
か
ら
、

こ
れ
も
４
目
標
に
対
処
で
き
る
だ
け
で
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
」
は
射
程
を
30
㎞
に
伸
ば
し

た

「Ｐ
Ａ
Ｃ
３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
」
に
改
装
中
で
、
こ

れ
ま
で
１
０
５
６
億
円
の
予
算
が
つ
き
、
来

年
度
概
算
要
求
に
も
２
０
５
億
円
が
入
っ

て
い
る
が
、
１
地
点
し
か
守
れ
な
い
こ
と
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
朝
鮮
は
旧
式
の

「ノ
ド
ン
」
（
射
程
１

３
０
０
㎞
ほ
ぼ
日
本
全
域
に
届
く
）
だ
け

で
も
３
０
０
発
は
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、

ほ
ぼ
同
時
に
多
数
を
発
射
さ
れ
る
と
突
破

さ
れ
ま
す
。
核
弾
頭
は
当
面
は
20
発
程

度

（量
産
開
始
と
も
言
わ
れ
る
）
と
し
て

も
、
通
常

（火
薬
）
弾
頭
の
も
の
と
混
ぜ

て
発
射
さ
れ
る
と
区
別
が
で
き
ず
、
総
て

に
対
応
す
る
し
か
な
い
。
ミ
サ
イ
ル
防
衛

に
は
す
で
に
１
兆
円
８
０
０
０
億
円
程
度
使

っ
た
が
、
「今
後
さ
ら
に
１
兆
円
か
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め

「ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
完
全
で
は

な
い
か
ら
、
敵
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
攻
撃

す
る
能
力
を
保
有
す
べ
き
だ
」
と
の
声
も

高
ま
り
、
自
民
党
の
政
務
調
査
会
は
今
年

３
月
政
府
に
対
し
そ
の
検
討
を
求
め
た
。

そ
の
中
心
人
物
は
再
び
防
衛
相
に
な
っ
た

小
野
寺
五
典
氏
で
す
。
だ
が
、
こ
れ
程
現

実
性
を
欠
い
た
論
は
珍
し
い
。
攻
撃
を
す

る
に
は
目
標
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
第
一

歩
だ
が
、
そ
れ
を
考
え
ず
に
攻
撃
能
力
だ

け
を
求
め
て
い
る
。

　

偵
察
衛
星
が
常
時
北
朝
鮮
を
上
空
か
ら

監
視
し
、
ミ
サ
イ
ル
の
位
置
も
分
か
る
よ

う
に
思
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
偵
察

衛
星
は
約
90
分
で
地
球
を
南
北
に
周
回
し
、

地
球
は
東
西
に
自
転
す
る
か
ら
世
界
各

地
上
空
を
１
日
約
１
回
、
時
速
約
２
万
７

０
０
０
㎞
で
通
過
し
ま
す
。
南
北
約
４
５

０
㎞
の
北
朝
鮮
上
空
は
約
１
分
で
通
過
す

る
か
ら
、
飛
行
場
や
核
実
験
場
な
ど
固

定
目
標
の
撮
影
は
で
き
る
が
、
自
走
発
射

機
や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
っ
て
北
朝
鮮
北
部

の
山
岳
地
帯
の
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
に
隠
れ
、

出
て
来
て
ミ
サ
イ
ル
を
立
て
て
発
射
す
る

ま
で
新
型
で
は
10
分
程
と
い
う
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
動
き
を
常
時
監
視
す
る
の
は
不
可

能
で
す
。

　

赤
道
上
空
を
高
度
約
３
万
６
０
０
０
㎞
で

周
回
す
る
静
止
衛
星
は
、
こ
の
高
度
だ
と

地
球
の
自
転
の
速
度
と
釣
り
合
っ
て
、
地

表
か
ら
は
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、

米
国
の

「早
期
警
戒
衛
星
」
は
こ
の
一
種

だ
が
、
地
球
の
円
周
４
万
㎞
に
近
い
距
離

だ
か
ら
ミ
サ
イ
ル
な
ど
は
見
え
ず
、
発
射

の
際
に
出
る
大
量
の
赤
外
線

（
熱
）
を
感

知
で
き
る
だ
け
で
、
発
射
前
に
攻
撃
す
る

の
に
は
役
立
ち
ま
せ
ん
。

　

日
本
が
６
３
０
億
円
で
３
機
購
入
す
る

無
人
偵
察
機

「グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
」

は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
つ
き
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
、

ＰＡＣ３は1地点しか守れない（空自）
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約
40
時
間
も
飛
べ
る
か
ら
、
常
に
数
機
を

北
朝
鮮
上
空
で
旋
回
さ
せ
て
お
け
ば
、
移

動
式
ミ
サ
イ
ル
も
監
視
可
能
だ
が
、
領
空

侵
犯
だ
し
、
速
度
は
遅
く
、
最
高
高
度

は
２
万
ｍ
程
だ
か
ら
、
北
朝
鮮
が
持
つ
旧

式
の
対
空
ミ
サ
イ
ル
で
も
簡
単
に
撃
墜
さ

れ
ま
す
。
防
衛
省
は
日
本
海
の
公
海
上
空

で
飛
ば
す
つ
も
り
だ
が
、
斜
め
に
撮
影
す

る
の
で
は
、
内
陸
の
山
岳
地
帯
の
谷
間
な

ど
は
見
張
れ
ま
せ
ん
。

　

仮
に
発
射
機
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
て
来

て
ミ
サ
イ
ル
を
立
て
た
こ
と
が
偶
然
分
か
っ

て
も
、
日
本
か
ら
発
進
す
る
戦
闘
攻
撃

機
Ｆ
２
が
目
標
上
空
に
到
着
す
る
ま
で
１

時
間
は
か
か
る
。
日
本
海
上
の
護
衛
艦
や

潜
水
艦
が
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「ト
マ
ホ
ー
ク
」

を
発
射
し
て
も
、
時
速
８
８
０
㎞
だ
か
ら
、

中
朝
国
境
に
近
い
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
主
要

展
開
地
域
へ
30
分
は
か
か
る
。
相
手
が
発

射
し
た
後
に
弾
着
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
軍
、
韓
国
軍
が
一
挙
に
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
総
て
破
壊
で
き
れ
ば
よ
い
が
、

米
軍
に
も
お
よ
そ
の
展
開
地
域
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
そ
の
精
密
な
位
置
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
掴
む
の
は
至
難
の
業
。
ダ
ミ
ー

も
多
い
か
ら
、
一
部
だ
け
壊
し
て
も
残
り

を
撃
っ
て
来
る
。
１
９
９
１
年
の
湾
岸
戦
争

で
イ
ラ
ク
軍
は

「ス
カ
ッ
ド
」
ミ
サ
イ
ル
の

射
程
を
延
ば
し
た

「
ア
ル
・
フ
セ
イ
ン
」

88
発
を
発
射
し
た
。
こ
れ
に
対
し
米
軍
は

常
時
戦
闘
・
攻
撃
機
８
機
を
イ
ラ
ク
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
地
域
上
空
に
待
機
さ
せ
る
な

ど
、計
４
７
５
０
機
（１
日
平
均
１
１
３
機
）

を

「ス
カ
ッ
ド
・
ハ
ン
ト
」
に
出
動
さ
せ
た
。

だ
が
、
発
射
を
知
っ
て
駆
け
つ
け
発
射
機

を
壊
す
の
が
精
々
で
、
発
射
前
に
破
壊
で

き
た
の
は
特
殊
部
隊
輸
送
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
夜
間
飛
行
中
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
炎

を
目
撃
、
そ
ち
ら
に
向
か
う
と
も
う
１
基

が
あ
り
銃
撃
で
処
理
し
た
ケ
ー
ス
だ
け
で

し
た
。

　

も
し
米
軍
、
韓
国
軍
が
ミ
サ
イ
ル
の
詳

し
い
位
置
を
掴
め
た
な
ら
、
日
本
に
教
え

る
よ
り
自
分
が
攻
撃
す
る
で
し
ょ
う
。
北

朝
鮮
は
１
９
９
０
年
に
ソ
連
、
１
９
９
２
年

に
中
国
が
韓
国
と
国
交
を
樹
立
し
た
た
め

孤
立
、
武
器
輸
入
が
途
絶
え
て
空
軍
も

衰
弱
し
た
。
韓
国
空
軍
は
防
空
の
必
要
が

薄
れ
た
か
ら
、
戦
闘
機
４
８
０
機
中
、
約

３
１
０
機
を
対
地
攻
撃
任
務
に
あ
て
て
い

る
。
陸
軍
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「玄
武
２
型
」

（
射
程
３
０
０
～
５
０
０
㎞
）
を
１
７
０
０

発
も
持
っ
て
い
る
。
米
空
軍
は
今
60
機
余

し
か
韓
国
に
い
な
い
が
、
い
ざ
と
な
れ
ば
１

３
０
機
ほ
ど
の

「
航
空
宇
宙
遠
征
隊
」
が

派
遣
さ
れ
る
か
ら
、
攻
撃
能
力
自
体
は

不
足
し
て
い
な
い
。
日
本
機
が
北
朝
鮮
を

攻
撃
す
る
な
ら
在
韓
米
空
軍
の
作
戦
統

制
下
で
行
な
わ
な
い
と
混
乱
し
、
味
方
撃

ち
も
起
き
か
ね
な
い
。
「お
手
伝
い
し
た
い
」

と
申
し
出
て
も
、
「邪
魔
だ
か
ら
来
る
な
」

と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。

　

特
殊
部
隊
や
情
報
機
関
が
相
手
国
の
首

脳
を
殺
害
す
る

「
斬
首
作
戦
」
は
米
国

人
好
み
で
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
も
試
み
た

が
失
敗
ば
か
り
で
す
。
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト

ロ
首
相
暗
殺
は
６
３
８
回
も
企
て
た
が
彼

は
90
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。
１
９
９
９

年
の
コ
ソ
ボ
問
題
で
セ
ル
ビ
ア
を
79
日
間
爆

撃
し
た
際
に
は
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
大
統
領

が
出
演
す
る
は
ず
の
時
刻
に
テ
レ
ビ
局
を

爆
撃
し
た
が
、
番
組
が
変
わ
っ
て
い
て
テ
レ

ビ
局
員
を
殺
し
た
だ
け
で
し
た
。
オ
サ
マ
・

ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
を
殺
し
た
の
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
攻
撃
か
ら
９
年
７
カ
月
後
で
す
。

イ
ラ
ク
戦
争
で
は
初
日
に
サ
ダ
ム
・
フ
セ

イ
ン
を
爆
撃
で
殺
そ
う
と
し
た
が
空
振
り

に
終
わ
り
、
彼
を
拘
束
で
き
た
の
は
イ
ラ

ク
全
土
を
占
領
し
て
か
ら
７
カ
月
後
で
し

た
。
相
手
も
警
戒
し
て
所
在
を
変
え
る
か

ら
、
首
脳
、
要
人
の
位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
突
き
止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

指
揮
・
通
信
中
枢
を
破
壊
し
て
軍
を
麻

痺
さ
せ
る
戦
術
も
、
相
手
は
警
戒
し
て
司

令
部
を
移
動
し
た
り
、
通
信
系
統
を
複

数
に
す
る
か
ら
、
効
果
は
不
確
実
。
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
の
よ
う
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

遅
い
か
「
空
振
り
」
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

は
「
狼
少
年
」
に
な
り
か
ね
な
い

Ｑ
：
日
本
の
対
策
と
し
て
は
「
全
国
瞬

時
警
戒
シ
ス
テ
ム
」（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の

警
報
で
住
民
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
も
始

め
た
が
、
効
果
は
あ
り
ま
す
か
。

田
岡
：
全
国
１
７
４
１
自
治
体
総
て
に
受

信
機
を
置
い
た
が
、
今
回
８
月
29
日
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
以
前
に
使
っ
た
の
は
、
２
０
１

２
年
12
月
と
２
０
１
６
年
２
月
に
北
朝
鮮

が

「
テ
ポ
ド
ン
２
」
で
人
工
衛
星
を
打
ち

上
げ
た
際
の
２
回
だ
け
。
そ
の
時
は
北
朝

鮮
が
発
射
の
地
点
、
時
間
帯
、
予
定
軌

道
な
ど
を
事
前
に
公
表
し
た
か
ら
、
集
中

的
に
見
張
っ
て
い
て
、
１
回
目
は
ミ
サ
イ
ル

発
射
の
６
分
後
、
２
回
目
は
４
分
後
に
沖

順安飛行場で火星12の試射に臨む金正恩氏
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縄
に
警
報
を
出
し
た
。
そ
れ
以
外
の
度
重

な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
で
は
、
予
告
が

な
か
っ
た
か
ら
警
報
は
出
せ
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

今
回
は
午
前
５
時
58
分
に
発
射
、
４
分

後
の
６
時
２
分
に
警
報
が
出
た
。
北
朝
鮮

か
ら
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
は
約
８
分
で

日
本
に
落
ち
る
か
ら
、
そ
の
差
４
分
の
間

に
地
下
室
な
ど
に
逃
げ
込
ん
だ
幸
運
な
人

は
熱
と
爆
風
は
避
け
ら
れ
ま
す
。
ミ
サ
イ

ル
発
射
の
赤
外
線
を
米
軍
の
早
期
警
戒
衛

星
が
感
知
す
る
と
、
情
報
は
す
ぐ
日
本
に

も
伝
わ
る
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
暫
く
垂

直
に
上
昇
す
る
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
上
昇
し
て
水
平

線
上
に
姿
を
現
し
、
九
州
西
方
の
下
甑
島

や
佐
渡
島
の
巨
大
レ
ー
ダ
ー

「Ｆ
Ｐ
Ｓ
５
」

が
捉
え
る
と
弾
道
計
算
で
落
下
地
点
が
推

定
で
き
ま
す
。
今
回
は
と
に
か
く
早
く
警

報
を
出
そ
う
と
し
た
か
ら
、
大
体
の
方
向

し
か
分
か
ら
な
い
時
点
で
北
海
道
か
ら
長

野
県
ま
で
１
２
０
０
㎞
も
の
広
大
な
地
域

に
警
報
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
空
振
り
警
報
に
な

る
か
ら
、
今
後
も
そ
れ
が
続
く
と
警
報
慣

れ
し
て
無
視
す
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
遅
い
よ
り
は
ま
し
か
」
と
思

っ
た
が
、
安
倍
首
相
は
前
夜
か
ら
公
邸
に

泊
り
待
機
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
北

朝
鮮
は
米
国
な
ど
に
発
射
を
誇
示
す
る
た

め
、
偵
察
衛
星
が
撮
影
し
や
す
い
平
壌
郊

外
の
順
安
飛
行
場
に
ミ
サ
イ
ル
を
引
き
出

し
、
前
日
か
ら
発
射
の
構
え
を
見
せ
て
い

た
か
ら
、
予
告
が
あ
っ
た
と
同
然
で
す
。

実
戦
で
全
く
予
告
な
し
に
発
射
さ
れ
れ
ば

退
避
の
時
間
が
あ
る
の
か
怪
し
い
。

　

そ
も
そ
も
警
報
は
防
空
壕
や
地
下
室
な

ど
シ
ェ
ル
タ
ー
と
一
対
に
な
っ
て
意
味
が
あ

る
、
有
効
な
隠
れ
場
所
を
設
け
ず
に
警

報
を
出
し
て
も
、
住
民
は

「ど
う
し
ろ
と

言
う
の
か
」
と
当
惑
す
る
だ
け
で
す
。

真
珠
湾
攻
撃
前
夜
と
非
常
に
似
て

い
る
石
油
全
面
禁
輸
の
危
険
性

Ｑ
：
北
朝
鮮
は
米
国
本
土
の
大
部
分
に

届
く
水
爆
弾
頭
つ
き
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
完

成
し
た
と
い
う
。
米
国
は
ど
う
し
ま
す

か
ね
。

田
岡
：
国
防
長
官
マ
テ
ィ
ス
海
兵
大
将

（
退
役
）
や
大
統
領
首
席
補
佐
官
ケ
リ

ー
海
兵
大
将

（同
）、
安
全
保
障
担
当
補

佐
官
の
マ
ク
ス
タ
ー
陸
軍
中
将

（
現
役
）

ら
軍
人
は
極
め
て
慎
重
で
す
。
朝
鮮
戦
争

が
再
燃
し
、
滅
亡
の
淵
に
立
っ
た
北
朝
鮮

が
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
核
ミ
サ
イ
ル
を
使

え
ば
、
韓
国
、
北
朝
鮮
双
方
に
致
命
的

打
撃
と
な
る
。
日
本
に
も
累
が
及
ぶ
こ
と

は
軍
人
な
ら
分
か
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
お
気
に
入
り
の
強
硬
右
派
、

イ
ン
ド
系
女
性
ヘ
イ
リ
ー
国
連
大
使
は
９

月
４
日
の
安
保
理
緊
急
会
合
で

「24
年
間

徐
々
に
制
裁
を
強
め
て
来
た
が
無
駄
だ
っ

た
。
も
う
沢
山
。
決
定
的
な
制
裁
が
必

要
だ
」
と
演
説
、
石
油
の
全
面
禁
輸
を

米
国
は
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
こ
れ
を
や
れ
ば
、
北
朝
鮮
の
命
脈

を
絶
つ
こ
と
に
な
る
が
、
金
正
恩
労
働
党

委
員
長
ら
の
政
権
が
腰
砕
け
に
な
っ
て
核

廃
棄
を
す
れ
ば
政
権
は
威
信
を
失
い
、
崩

壊
す
る
公
算
大
だ
か
ら
核
は
捨
て
な
い
で

し
ょ
う
。

　

南
部
仏
印

（
ベ
ト
ナ
ム
）
に
進
駐
し
た

日
本
に
対
し
、
１
９
４
１
年
８
月
に
米
国

が
石
油
禁
輸
を
し
た
結
果
、
日
本
は
備

蓄
石
油
８
０
０
万
ｔ
が
尽
き
て
降
伏
す
る

よ
り
は
、
と
真
珠
湾
攻
撃
に
打
っ
て
出
た
。

少
し
抜
け
道
を
設
け
た
石
油
禁
輸
で
安

保
理
が
今
回
は
合
意
し
て
も
、
北
朝
鮮
が

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
続
け
れ
ば
、
次
に

は
完
全
禁
輸
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
北
朝
鮮
が
自
暴
自
棄

の
行
動
に
出
て
戦
争
に
な
る
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ま
す
。

　

米
国
で
は

「北
朝
鮮
が
核
を
廃
棄
す
る

は
ず
が
な
い
か
ら
、
イ
ン
ド
な
ど
に
対
し

た
よ
う
に
核
保
有
を
黙
認
し
、
こ
れ
以
上

実
験
な
ど
を
や
ら
な
い
よ
う
凍
結
し
、
国

交
を
結
ん
で
懐
柔
す
る
方
が
現
実
的
」
と

の
説
も
一
部
に
出
ま
す
。
確
か
に
こ
れ
な

ら
当
面
危
機
は
避
け
ら
れ
る
が
、
日
本
に

と
っ
て
は
苦
し
い
。
米
国
に
核
保
有
を
認

め
ら
れ
、
国
交
樹
立
で
政
権
の
存
続
も
保

障
さ
れ
た
北
朝
鮮
は
勝
者
と
な
り
、
日
本
、

韓
国
な
ど
に
対
し
、
核
を
背
景
に
種
々
の

要
求
を
し
、
日
本
は
北
朝
鮮
の
従
属
国
の

よ
う
に
な
り
か
ね
な
い
。
恐
喝
に
一
度
屈

す
る
と
次
々
に
脅
さ
れ
る
。

　

朝
鮮
戦
争
の
再
燃
と
核
攻
撃
の
危
険
を

覚
悟
し
て
米
国
に
強
硬
な
対
応
を
求
め
る

か
、
そ
れ
と
も
将
来
も
核
に
怯
え
て
従
属

す
る
か
、
日
本
は
第
２
次
大
戦
以
来
最
悪

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
（９
月
９
日

現
在
）

特殊部隊による斬首作戦は現実的でない（米海軍）
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